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研究の背景

研究の内容

期待される成果

•災害廃棄物の処理
•被災建築物の解体

災害廃棄物の処理における石綿の適正管理を進める上で、
災害廃棄物への石綿混入防止、石綿含有建材を含む被災建築
物の不用意な解体、災害廃棄物の破砕選別過程での飛散防止、
処理計画立案時の石綿発生量の把握といった課題がある

1.災害廃棄物や被災建築物に含まれる
石綿含有物の迅速判定方法の検討

災害廃棄物中の石綿含有物の迅速・
簡易な判定法の開発・評価

被災建築物の石綿含有建材の有無
の判定法の開発・評価

2.被災地における石綿含有物の発
生量推計方法の検討

建築物の築年数等から石綿含有の有無
や量を推定する手法の開発

被災地の属性から建築物の分布を推定
する手法の開発
上記2つを統合して発生量を推計する

3.災害廃棄物処理過程での石綿混入
及び石綿飛散対策方法の検討

破砕過程に石綿含有物が混入する
ことを防止する方法の開発・評価
石綿飛散制御方法の開発・評価

災害廃棄物や混入土壌からの石綿飛
散量の実験的検討

石綿含有物を迅速かつ簡易に判定し、現場で適切に管理できる方法の提供
石綿含有物の発生量の推計方法を提供し、今後発生する災害廃棄物の処理計画策定段階での活用
災害廃棄物の破砕選別等の処理過程での石綿飛散防止方法の提供
「災害時における石綿飛散防止に係る取扱いマニュアル」の実効性評価と将来的な改訂のための知見の提供

分担：国環研、労働科学研

分担：国環研分担：京都大学

災害廃棄物の速やかな処理は、被災地の復旧・復興に重要。しかし…

石綿が飛散し、作
業員や周辺住民
の曝露のおそれ
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災害廃棄物や全半壊した建築物、船舶等に石綿含有物
が混入(国環研、労働科学研等の調査で判明)

「災害時における石綿飛散防止に係る取扱いマニュアル」
は少なくとも事前選別に関しては有効に機能していない？
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